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⾃⼰紹介
• 中部⼤学⼈⽂学部コミュニケーション学科
• 来年から博⼠課程前期に進学予定（明⽇卒論が出せれば)

• 本発表は来年から本格的に取り組む予定
• 発表者（坂本）は⼩牧市のプロジェクショ

ンマッピングプロジェクトの参加学⽣

• ⼩牧プロジェクションマッピングプロジェ
クト
• 2021年3⽉から⼀般公開された、こまきこども
未来館で⾏われている未就学児向けコンテンツ

• こども向け動画は学⽣教員ともに未経験



こまきこども未来館について
• ⼩牧市の商業施設「ラピオ」の中にあるこども向け施設
• 中部⼤学が担当している場所は横20m×縦3mの壁⾯
• 詳しくはNICOGRAPH2021などで発表済み

こまきこども未来館商業施設「ラピオ」 4F施設



実際の壁⾯に映っている動画(坂本制作分)

上『だるまさんがころんだ』 中『泡』 下『鯉』



動画
• フォーラム内では公開しましたが、権利及びプライバシーの関

係で削除させていただきました。



マッピング制作中に困った事

•アップデートが３ヶ⽉ごとに⼀回ある
→制作期間が実質２ヶ⽉半しかない

•制作時に実際の制作する班の時間がない
→動画班・⾳楽班はだいたい2週間で制作
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これまでの活動
•プロジェクションマッピング制作の活動
• ⾬粒や⼈の声といった主体的な⾳やイメージ⾳の資料や販売が多くあ
る

• 事象そのままの⾳資料や販売がない(空気感などを感じられる⾳素材が
ない)

環境⾳データをアーカイブ化・利⽤できないか



環境⾳を素材にしたコンテンツは多い
• 素材として編集して利⽤することが近年

取り組まれている
• 「Audiostock」などでも最近2年販売が開始
された

• アート作品などで利⽤されることがある
• ⼩⾕彰宏（北海道科学⼤学）『-⻘空の⾬-』

• 効果⾳：カエルの声、⾬⾳は周辺の⾳を録⾳した
ものを使⽤している

• 株式会社NTTドコモ『-森の⽊琴-』
• 森の中で⽊琴を鳴らすインスタレーション
• 森の環境⾳をそのままBGMとしている



環境⾳を素材にしたコンテンツは多い
• 素材として編集して利⽤することが近年

取り組まれている
• ただし多くのコンテンツは環境⾳を編集して
BGMとして再構成している
• 以前からあるコンテンツのSEなどの使い⽅が多い

• 販売されている環境⾳データも「良い所」が
録⾳されている箇所を切り抜いた3分ほどの
⾳になっている
• ⼩⿃のさえずりはあるが、カラスの鳴き声は⼊っ

ていない
• ⾍の鳴き声がやたら綺麗・でかい



サウンドスケープとは

• 本研究では環境⾳をサウンドスケープとする
• コンテンツ作品の素材することを⽬的としている

• 1960年代にマリー・シェーファーが提唱した概念
• ⾵景には⾳が⽋かせなく、⾃然の⾳として聞こえてくる⾳には

聞き⼿側の認識も含まれているという意味
(Wikipedia英語版サウンドスケープより)



サウンドスケープデータ販売サービス
• Audiostockのサウンドスケープデータ販売
• 最近販売を⾏うクリエイタが現れたのでカテゴリとしては

独⽴していない
• タイトルで場所や時間を類推するのみ

• BBCのサウンドスケープアーカイブ『Sound Effects』
• ⾃然⾳や雑踏等の⾳の⼤きな分類がされている
• サウンドデータの主体⾳(⿃の声等)の説明が書かれている
• ⾳データの時間を絞って可能
• TV番組制作等コンテンツに組み込むためのアーカイブ

→作品内で編集して使うためのアーカイブ







サウンドスケープアーカイブの現状
• サウンドスケープの応⽤価値は⾼いはず

• 映画やゲームではサウンドスケープや環境⾳をデザインすることは⼀般化さ
れている

• 販売サイトなども登場しつつある
• ただ、標準のメタデータスキーマが⾒つからない（あったら教えてほしいで

す）
↓

• 使⽤⽬的がプロのクリエイターによる制作に偏っている
• ⽬的を定めて収集するためコストがかかる

↓
• メタデータスキーマの構築をしたい



卒業研究(本年度)までの作業：
• ⾝近なサウンドスケープとしてスケープデータの収集のために学内
に録⾳機材を設置
• 放送研究会の未編集素材を利⽤する（の予定だがまだできてない）

• 記録後、内容に応じて⽇付・時間・気温・天気をメタデータ化
• サウンドスケープアーカイブに必要なメタデータスキーマ(改良中)を定義

• サウンドスケープアーカイブサービスの実装
• サンプルデータをアーカイブに⼊れる
• 検索サービスの実装（の予定だがまだできていない）



やりたいこと
収⾳⽅法
• 機械で測定する場合、特性⾳圧レベルとラウドネスを測定すべき
• ⽴った状態を想定するなら平均的な成⼈の⽿の⾼さに合わせた地点に録⾳
機材を置く

新たに実⾏する事
• 同じ地点で年間を通して収⾳・分析する事
• 定期的なデータ確認と⽂字化



検索から利⽤まで
•例１
1. 制作した映像コンテンツに合う地点と季節・時間・天気を検索キー
としてシステムに⼊⼒する

2. 1時間単位のサウンドスケープデータが検索結果として表⽰される
3. 必要なデータをオノマトペデータを参考に選択する
4. コンテンツに組み込む

•例２
1. メタバースなどで表⽰されるワールドの環境に関するパラメータか
ら、位置・季節・時間・天気を取り出し、マッチするサウンドス
ケープデータを検索する（本研究室の研究の⼀部）

2. 無加⼯でBGMとして利⽤する
• 12⽉の栄（クリスマスソング含）、8⽉の栄（蝉の声）などの季節感、空気感を

そのまま使える？



システム概要



今後
•卒論：録⾳機を設置し、複数箇所のテストデータを収集
↓

•卒論：データの検索サービスを試作
↓

•その後：どのようなデータなのかを表すオノマトペメタデータ
を構築する
↓
•その後：オノマトペを使った検索システムの構築
↓
•その後：研究室内の他研究への提供APIを準備



先⾏研究(1)
• サンゴ礁における鳴⾳を⽤いた⽣物分布観測とサウンドスケー

プの季節変化
→サンゴ礁の鳴⾳を記録し変化を読み解いていく

•⼀⼈対多⼈数講義における講義や学⽣の状態に応じた講義内サ
ウンドスケープの予備的検討
→講義室内で適切な環境⾳が流れていたら学⽣も教授もやりやすい、検証を⾏った論⽂

• ⾳が景観印象に及ぼす影響 : 沖縄本島の主要観光地点を事例に
→景観印象における⾳の役割、影響について論じられた論⽂。⾳は景観の解放感・

遠近感を⽣み出す。特に⾃然⾳



先⾏研究(2)
• ⾳環境の調査法:――ISO 12913シリーズに基づくサウンドス

ケープの調査法――
→ISO 12913に基づくサウンドスケープの調査法の解説

• Cyberforest: 原⽣⾃然の環境感性情報の配信とアーカイブの利
⽤
→福島県浪江町での環境⾳アーカイビングの検証と機器の保存維持が課題

• テレビ番組のサウンドアーカイブとしての可能性 : 「NHKアー
カイブス学術利⽤トライアル研究」より
→阪神淡路⼤震災・東⽇本⼤震災前後のサウンドスケープの変化をNHKアーカイブスに

ある番組で⽐較してみるという研究。膨⼤な番組量と番組として放送される際に⼈の⼿が
加えられるため⾳⾵景の推移の研究として扱うには難しい。
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